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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

議案審議

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。

議案審議

可 決可 決令和３年度花巻市一般会計補正予算（第１７号）

要旨 ･･･��歳入歳出予算にそれぞれ 13億 6,423万６千円を減額し歳入歳出総額を 567億 5,644万６千円
とするもの。決算見込みに基づく過不足額の整理等に係る歳入歳出予算の補正など。

質　疑

○質問･･･�有害鳥獣被害対策事業について、狩猟後に処理し捨ててしまうとクマ等への影響も考えられる。
この点について、猟友会との協議は行われているのか伺う。

　答弁･･･�狩猟後は、駆除した方が責任をもって処理することが原則となっている。クマ等の餌付けになら
ないよう、今後も猟友会と協議していく。

可 決可 決花巻市博物館条例の一部を改正する条例

要旨 ･･･ 平成 27 年４月１日から休館している東和ふるさと歴史資料館について、建物の構造上、耐
震等の補強工事が困難であることに加え、老朽化が著しいため、今後の利活用が見込めない
ことから廃止するもの。

質　疑

○質問･･･�歴史的資料は成島振興センターおよび田瀬振興センターに収蔵するということだが、今後どのよ
うな展示方法を考えているのか伺う。また、東和ふるさと歴史資料館の跡地利用について伺う。

　答弁･･･�２つの振興センターに収蔵している資料は展示を行わず、今後整理した上で調査研究等に使用し
たいと考えている。跡地利用については、地域の方の意見を聞き検討したい。
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賛否が分かれた議案等の審議結果

議案６ 花巻市個人情報保護条例の一部を改正する条例

請願 11 ろうあ者に係る花巻市の関係規則及び要綱の改正を求めることについて（以下の２項目について項
目ごとに採決）

項目１
花巻市ろうあ者等相談員設置規則第２条第１項を「相談員は、全国統一試験において合格した手話
通訳者、または手話通訳士試験に合格した手話通訳士とし、ろうあ者等の福祉に関し、理解と熱意
を有する者のうちから市長が任命する」に改めること

項目２ 花巻市意思疎通支援事業実施要綱第２条第１項第１号中、「市町村又は都道府県で実施する手話奉
仕員養成研修事業において手話奉仕員として登録された者」の削除を求めること
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付
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ら
除
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れ
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農
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、農
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農
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、
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落
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。
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可 決可 決令和３年度花巻市介護保険特別会計補正予算（第２号）

要旨 ･･･ 歳入歳出予算にそれぞれ 15 万９千円を追加し歳入歳出総額を 108 億 5,141 万１千円とする
もの。決算見込みに基づく保険給付費の組替え等に係る歳入歳出予算の補正など。

質　疑

○質問･･･�介護給付費準備基金積立金の総額について伺う。
　答弁･･･�令和２年度末時点で、９億666万４千円となっている。
○質問･･･�介護職員の処遇改善について、今後の動向を伺う。
　答弁･･･�令和４年９月までは国からの補助金で対応する。10月以降については、介護報酬が改定となり介

護給付費での対応となる。なお、第８期介護保険事業計画期間中の保険料改定は行わない方向で
進めているが、詳細について国から示されていないことから、動向を見ながら対応していきたい。


